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＜はじめに＞

献血に来所された方のなかには，ヘモグロビン

不足，血圧，服薬とさまざまな事由でお断りする

場合がある。全国的に献血不適格者は申込者の約

15％を占める1)。当センターでは，平成22年度

に お け る 献 血 申 込 者 数（98,804名）の14.8 ％

（14,597名）が不適格となっており，そのうち43.8

％（6,390名）が血色素（以下ヘモグロビン）不足に

よるものであった。ヘモグロビン不足による不適

格者は約半数と最も多い。また，平成23年４月

から男性の400mL献血採血基準の引き上げによ

り，ヘモグロビン不足による献血不適格者がさら

に増加するのではないかと危惧された。

お断りすると，「協力できなくて申し訳ない」「情

けない」「どうせもうできないのだから献血に行

ってもしょうがない」という声を聴くことも多く，

一回の不適が次回献血への妨げとなることもあ

る。

そこで，当センターではヘモグロビン不足を改

善し次回献血可能となるためには何が必要なの

か，今後も引き続き来所してもらえるために何が

必要なのかを検討した。対策としてナースによる

食生活指導を実施し一定の効果が見られたので報

告する。

＜対象と方法＞

調査対象：食生活指導の対象者は血色素不足に

よる献血不適格者で，男性はヘモグロビン値が

12.0〜12.9g/dL，女性は，11.0〜12.4g/dLのも

のとした。

調査期間および調査内容：調査期間は平成23

年４月〜平成24年９月までの１年半を半年ごと

の３期に分けて実施した。

1）�第１期（教育訓練期）：平成23年４月〜平成23

年９月

　①�教育訓練期間「なるほど」に加えて独自の食

生活指導リーフレット・レシピ集の作成

　②指導内容の統一化に向けた教育訓練期間

　③�検診医師への本研究の説明と病院受診勧奨

基準の作成

　④不適格者のヘモグロビン値記録

2）�第２期（試験実施期）：平成23年10月〜平成
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24年３月

　①食生活指導の試験的実施

　②ヘモグロビンの推移および再来期間の調査

　③検診医師対応一本化

3）�第３期（導入期）：平成23年10月〜平成24年

９月

　①ヘモグロビン値記入カードの導入（図１）

　②再来時献血可能者へのアンケート調査

　③リーフレット・レシピ集の改定（図２）

　④再来要請期間（表１）

統計処理：２群間の有意差は２×２表でX2検

定を行い，p＜0.05を有意とした。

＜結　　果＞

平成22年４月〜平成23年３月までのヘモグロ

ビン不足による献血不適格者は平成23年度が男

性458名（申 込 者 比0.69 ％）， 女 性5,932名（同

17.85％），平成23年４月〜平成24年３月までは

男性1,176名（同1.78％），女性6,092名（同19.25％）

であった。平成23年４月より男性の400mL献血

の基準引き上げにより，危惧されていたとおりヘ

モグロビン不足による男性の不適格者が前年度に

くらべ2.57倍増加していた。

食生活指導実施数は，平成23年10月〜平成24

年９月までの１年間で，ヘモグロビン不足者延べ

数男性：956名のうち指導実施者675名（70.61％），

女性：5,548名うち指導実施者2,361名（42.56％）

であった。

食生活指導前後を比較すると，指導前の平成

23年４月から平成23年９月までの男性の不適格

者の割合は，2.09％であったが，指導開始一年後

の平成24年４月から平成24年９月には1.46％に

図１　ヘモグロビン値記入カード

来所日・ヘモグロビン値・食生活指導の有無を記入。
再来時献血ができた場合も，ヘモグロビン値に○をつけ，献血種類も記入する。
次回来所日に持参していただくことで，食生活指導の資料とする。
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図２　リーフレットおよびレシピ

ヘモグロビン不足の方へ 食事のポイント

レシピ
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減 少 し た（図 ３）。 ２ 群 間 はX2 ＝35.57　P＜

0.001になり有意に低値を認めた。女性も同時期

の不適格者の割合は20.68％から18.49％に男性

と同様に減少した。（X2＝16.10　P＜0.001）

また，食生活指導を受け再来時に400mL採血

可能な値になった方が，H23年10月からH24年

９月までの１年間で増加し，とくに男性において

は83.33％になった（図４）。

再来者のアンケート結果では食生活指導が参考

になったとの回答は97.00％（173名/177名），

食生活の改善工夫をした方は82.35％（148名

/177名）であった。

＜考　　察＞

少子高齢社会が進む中，市町村の合併や商店街

の衰退，若年層の献血離れなどにより献血者数が

大幅に減少してきている。2009年の献血率は全

国で5.9％であり，今後も同率で推移した場合，

2027年には101万人分の血液が不足するといわ

れている2)。それだけに献血者の確保は各血液セ

ンターにとって喫緊の課題である。われわれは各

市町村，婦人会，大学生や企業に協力を求め，の

ちに献血者になるであろう小中学生へ献血の重要

性を伝える献血教室など啓発活動を実施してき

た。しかし，献血の意志をもって会場に来所され

た方をお断りしなければならない場合も多々あ

る。再来者対策は献血者確保の一つであり，不適

格者の半数を占めるヘモグロビン不足による不適

格者数を減らすことは重要な課題である。

平成23年９月までは，本社指定の「なるほど」

のみを使い，ヘモグロビンの標準範囲と献血基準

を説明していた。これまでの説明ではナース各自

で説明内容が異なっており，混雑時には十分に説

明せずに事務的に終了することも多かった。一方

で，献血不適格者に時間をかけて説明すると献血

が滞ってしまう問題があった。

今回の取り組みの目的は，時間をかけずに全採

血現場において，採血課全員で不適格者にアタッ

クし，再来者を増加させ，献血者を確保すること

である。時間削減のため指導内容をしぼったリー

フレットを作成し，スタッフが統一した知識をも

ち，的確な指導をおこなうことができるよう教育

訓練をおこなった。教育訓練内容は，献血基準と

ヘモグロビン値，値が低くなる理由，各年齢層に

おける貧血の経年齢的頻度，再来要請期間，次回

来所までにお願いする生活改善方法，献血者から

質問される内容を想定した具体的なQ＆Aについ

てである。

また，献血再来要請期間については，健常成人

男性の１日当たりの鉄損失量は１日１mgである

こと，月経がある女性では１日当たり1.6〜

1.8mgが必要である3)ことを念頭に置き，病院受

診勧奨基準も含め，検診医とともに作成した。

食生活指導をおこなう対象者はヘモグロビン不

足による献血不適格者であるが，とくに次回献血

が可能になる可能性が高い，男性ヘモグロビン値

が12.0〜12.9g/dL，女性は12.0〜12.4g/dLの方

に対しては，全員必ず指導することとした。これ

らのことを，センター専属検診医ほか外部委託の

検診医にもお願いし対応を一本化した。

食生活指導者は主に採血前検査担当者だが，混

雑時には本採血担当者も説明を実施した。リーフ

レットを見ながら激しい運動をしていないか，炎

天下での仕事ではないかなど生活習慣や運動量，

仕事内容等を詳細に聞き取り，改善策を共に考え，

食生活の指導が必要な場合には「食事のポイント」

を用い鉄分吸収のための効果的な食べ合わせを指

導した。実際に食生活の改善をはかるため，鉄分

を中心にビタミンやミネラルを積極的にとれるよ

う，季節の食品や５大栄養素を加味した「レシピ」4)

表１　再来要請期間（調査対象者）

対象者 次回献血までの期間
男性：ヘモグロビン値12.0〜12.9g/dL ３カ月〜６カ月後
女性：ヘモグロビン値12.0〜12.4g/dL １カ月後

11.5〜11.9g/dL ６カ月後
11.0〜11.4g/dL ６カ月〜12カ月後
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で具体的に提示した。また，鉄吸収を阻害するも

の，たとえばお茶・コーヒーなどは食後１時間ほ

どあけ，乳製品は間食に摂り，鉄吸収を促進する

果物（ビタミン）や酢の物（クエン酸）は食事ととも

に摂る5)ことをすすめた。

このように個別性のある指導をおこなうこと

で，たとえ献血ができなかったとしても来所の意

味をもたせることができたと思われる。

献血者のアンケート結果より「ヘモグロビンに

ついてわかりにくい」「ビタミンと鉄を一緒に取

るってどうすればよいの？」「一人暮らしでコン

ビニ食ばかりで鉄分の多いものを食べるのは難し

い」との意見があり，期間中にリーフレットは５

回改訂し，レシピ集は３部作成した。

試みとして，平成23年10月から食生活指導後，

今回の値を記入した付箋を献血カードに貼付し

た。この後，ヘモグロビン値がわかるように平成

24年４月から「ヘモグロビン値記入カード」を導

入した。来所日・値・献血適（不適）・食生活指導

実施の有無・アンケートの有無を記入し，不適格

図３　ヘモグロビン不足による不適格者（男性）
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者全員に配布した。値不足による不適格者が再来

時に「ヘモグロビン値記入カード」を持参された場

合，今回から前回来所した日までの期間と値の推

移を把握できるため，ナースは前回の食生活指導

に対する本人が改善した点を見出だし，確認評価

することで，さらに踏み込んだ指導ができるよう

になった。本人も値を比較することで自己の努力

が目にみえるため，意欲がわき再度来所するきっ

かけにもなったと思われる。さらに今回献血でき

た方へのアンケートにより説明内容が適切であっ

たか，努力内容など具体的に回答を得，リーフレ

ット類の改訂や指導方法の改善をすることによ

り，より効率の良い指導ができるようになった。

ナースは安全・安心な献血を実施するとともに，

再来者確保も重要な業務である。献血に訪れた方

がたとえ不適格になったとしても，限られた時間

内で不適格理由を説明し理解をもとめることで，

再度来所してみようという気持ちに導くことがで

きる。一方的な説明ではなく，献血者が必要とし

ている情報を提供し，個々の食生活習慣が改善さ

れることで今後の献血者確保に繋がっていく。今

後も，献血者の声を取り入れながら内容の改善を

し，より効果的な説明を継続していきたい。

著者のCOI開示：本論文発表内容に関してと

くに申告はない。
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